
令和4年度主な施策等一覧（緑政土木局）

区 分 事 項 予 定 額 項
千円

新 規 ため池の耐震対策 102,400 1

通学路における交通安全緊急対策 70,788 2

なごや農業「まるっと支援」事業 16,500 3

拡 充 水防法改正等に伴うハザードマップの改定 59,000 4

鶴舞公園の魅力向上 315,608 5

堀川の魅力向上とにぎわいづくり 43,000 6

県体育館移転に伴う地下横断歩道の整備 176,400 7

街路樹再生事業 773,050 8

農業センターの民間活力を活かした施設改修等 112,640 9

みどりが丘公園合葬式墓地の整備 258,000 10

継 続
新型コロナウイルス感染症対策利用料金適用施設
の減収補填

239,832
（各局）
で掲載

開 設 中村土木事務所 11





 

－１－ 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （新規）ため池の耐震対策 草案頁 ４０頁 

予 定 額 １０２，４００千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

  平成30年7月豪雨では、西日本を中心に広範囲かつ長時間にわ

たり大雨が続き、全国で32か所のため池が決壊し、各地で甚大な

被害が発生した。 

令和2年6月には「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推

進に関する特例措置法」が公布され、市民の生命及び財産を保護

するため、ため池の防災工事等を集中的かつ計画的に推進してい

くこととなった。 

本事業は、堤防を有するため池について、現在先行して実施し

ている豪雨対策に引き続き、堤防の耐震対策を進めることでため

池の決壊に備えるものであり、令和４年度は、耐震性能の確認を

行う。 

 

２ 内 容 

・地質調査及び耐震調査 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 

河川部河川工務課           内線 ２８８５ 

緑地部緑地事業課           内線 ２４８４ 

東山総合公園         電話 ７８２－２１１１ 
 

 



 

－２－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （新規）通学路における交通安全緊急対策 草案頁 ６１頁 

予 定 額 ７０，７８８千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

  令和３年６月に発生した千葉県八街市での交通事故を受け、関

係機関と連携し、市立小学校全校で実施した通学路における合同

点検の結果を踏まえ、緊急に対策を実施するもの。 

 

２ 内 容 

・通学路における交通安全の更なる確保のための交通安全緊急

対策の実施 

（防護柵の設置、路肩カラー等の整備、道路標識の設置等 

 ４１箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 路政部 道路維持課        電話９７２－２８２７ 

 



－３－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （新規）なごや農業「まるっと支援」事業 草案頁 ７２頁 

予 定 額 １６,５００千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

 平成 27 年の都市農業振興基本法制定により、都市農地は「都市

にあるべきもの」として改めて位置づけられ、公益的かつ多面的な

機能の発揮が一層期待されるようになった。これまで本市では、「生

産」に対する支援を中心としてきたが、農家と事業者のマッチング

を実施する等、「生産」、「流通」、「製造・加工」、「販売」を

つなぐ役割を担い、地元農産物を活用する機運を高めるとともにブ

ランド化を図ることで、農家の営農意欲を促進し、農地の保全につ

なげる。 

 また、「なごやめし」の代表でもあり、全国的に高い認知度を誇

る名古屋コーチンは、地域資源として大きな可能性を秘めている。

しかし、近年の社会情勢の変化により消費が低迷していることか

ら、一大消費地としてこの問題に取り組み、他都市への魅力発信に

よる消費拡大を目指すことで、名古屋コーチンの持つポテンシャル

を十分に活かし、都市魅力向上につなげる。 

 令和４年度は、農家や事業者等を対象とした調査を実施し、地元

農産物のブランド化や名古屋コーチンのブランド力強化に向け、効

果的な支援施策を検討する。 

 

２ 内 容 

 ・地元農産物のブランド化に向けた検討調査 

 ・名古屋コーチンのブランド力強化に向けた検討調査 等 

担 当 課 
都市農業課        電話 ９７２－２４６２ 

農業センター       電話 ８０１－５２２１      
 

 



－４－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

防災危機管理局 

緑政土木局 

事 項 
（拡充）水防法改正等に伴うハザードマッ 

プの改定 
草案頁 ３７頁 

予 定 額 １８３，０００千円  

事業の概要 

 

１ 趣旨 

平成２７年の水防法改正に基づく想定最大規模の浸水想定や

津波、地震などすべての災害を取りまとめた総合ハザードマップ

の印刷・製本を行い、様々な災害に対して市民が適切に避難でき

るよう市民へ全戸配布する。 

 

２ 仕様 

マップ 

・水防法に基づく洪水、内水氾濫、高潮に加え、ため池、

土砂災害、津波及び地震といったすべての災害を対象

に作成 

・自宅が被災して帰宅できない場合に、一定期間避難生

活を送る場所を示した避難所マップを作成 

情報 

学習面 

・防災情報及び日頃からの備え等を記載した情報学習

面を冊子で作成 

・最終頁にマップ等をまとめて保管するため、ポケット

を作成 

 

３ 主な変更点 

 ・洪水及び内水氾濫について、想定し得る最大規模の降雨による

浸水想定に変更 

 ・高潮及びため池の浸水想定を新たに公表 

 ・台風接近等の災害時に、あらかじめ自分自身がとる具体的な行

動を時系列に整理できるマイタイムラインを新たに作成 

担 当 課 危機管理企画室          電話 ９７２－３５２３      
 

 

 

防災危機管理局 １２４，０００千円 

緑政土木局    ５９，０００千円 



－５－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （拡充）鶴舞公園の魅力向上 草案頁 
４２、 

４３頁 

予 定 額 ３１５，６０８千円 

事業の概要 

 

１ 趣旨  

鶴舞公園では、さらなる魅力向上と利活用促進を図るため、令

和３年度にＰａｒｋ－ＰＦＩ制度と指定管理者制度を組み合せ

た整備運営事業提案の公募を行うとともに、竜ヶ池の再整備に着

手するなど再生を進めている。 

令和４年度は、鶴舞公園の正面南、秋の池、熊沢山の３つの区

域でＰａｒｋ－ＰＦＩ制度による整備を行い、令和５年４月頃に

供用を開始する予定である。 

また、引き続き竜ヶ池の再整備に取り組むとともに、子どもの

広場の設計に着手する。 

 

２ 事業内容  

・民間活力を活用した整備 

  対象施設：休憩所、トイレ、園路等 

対象区域：正面南、秋の池、熊沢山 

・竜ヶ池の護岸等の改修、子どもの広場の基本設計 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 
緑地部 緑地利活用課       電話 ９７２－２４８９ 

緑地事業課        電話 ９７２－２４８４ 
 

 

くまざわやま 



－６－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （拡充）堀川の魅力向上とにぎわいづくり 草案頁 ４３頁 

予 定 額 ４３，０００千円 

事業の概要 

 

１ 趣旨 

 堀川では、「うるおいと活気の都市軸・堀川」の再生を目指し、

総合的な整備を周辺まちづくりと一体となって進めており、河川

空間の利活用などにより堀川のにぎわいづくりを推進している。  

 今後、リニア中央新幹線の開業に向けて、堀川のさらなる魅力

創出によるにぎわいづくりが求められている。 

令和４年度は、引き続き納屋橋地区において、ライトアップ整

備を行うとともに、その他地区における魅力向上に向けて検討等

を実施する。 

 

２ 事業内容 

○納屋橋地区 

・ライトアップ整備 

○その他地区 

・白鳥プロムナードの新たな活用方法に関する検討 

・民間活力導入の推進（尾頭橋地区等） 

 

担 当 課 河川部 河川計画課        電話 ９７２－２８９１ 

 

 



－７－ 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 
（拡充）県体育館移転に伴う地下横断歩道の

整備 
草案頁 ６１頁 

予 定 額 １７６，４００千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

  令和８年のアジア競技大会に向けて、県体育館が名城公園北園

へ移転することにより、地下鉄名城公園駅から名城公園北園へ大

津通を横断する歩行者の大幅な増加が見込まれる。そのため、歩

行者が安全で快適に移動できる地下横断歩道の整備を令和７年

度にかけて行う。 

令和４年度は、中央分離帯・街路樹の撤去等や地下横断歩道の

整備の際に支障となる埋設管の移設を行う。 

 

２ 内 容 

 ・地下横断歩道の整備 

・占用企業者への埋設管の移設補償 

 

 

 

 

 

担 当 課 路政部 道路維持課         電話９７２－４２０８ 

 

 

 

 

 

 



 

－８－ 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （拡充）街路樹再生事業 草案頁 ６２頁 

予 定 額 ７７３，０５０千円 

事業の概要 

 

１ 趣旨 

  令和３年１０月に公表した街路樹再生なごやプランに基づき、

街路樹の更新・撤去及びせん定等の事業量を拡充し、道路の安全

性の確保及び都市魅力の向上を図る。 

  

２ 事業内容 

・大木化や老木化した街路樹等の更新 

・狭幅員歩道の通行確保等のための街路樹の撤去 

・健全育成、災害時の安全性確保のためのせん定等の維持管理 

向上 

  

  

                            

 

 

 

担 当 課 緑地部 緑地維持課          電話２４９４      

 

 



－９－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 
（拡充）農業センターの民間活力を活かし

た施設改修等 
草案頁 ７２頁 

予 定 額 １１２，６４０千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

  農業センターの主な役割が「農業者の支援」から「市民と農を

つなぐ架け橋」へと変化してきたことを踏まえ、サービスの質的

向上と効率化をはかるため、リニューアル整備事業を実施すると

ともに、令和５年度に指定管理者制度を導入し、民間活力を積極

的に活かした魅力向上に取り組む。 

  令和４年度は、引き続き基盤整備等に取り組むとともに、設計・

施工・管理運営を一括して発注する方式により事業者を公募し、

リニューアル整備事業に着手する。 

 

２ 内 容 

（１）基盤整備等 

  ・活用困難な建築物の撤去 

  ・展示鶏舎の改修  等 

（２）事業者公募の実施 

  ・公募支援業務 

（３）リニューアル整備事業（※）  

  ・成牛舎の改築 

  ・展示温室の撤去、広場の一体的活用 

  ・育雛舎の改修   等 

  ※債務負担行為 

期間：令和５年度   限度額：３４１，０００千円 

 

 

 

担 当 課 
農業センター     電話８０１－５２２１ 

都市農業課      電話９７２－２４６２ 
 



－１０－ 

 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （拡充）みどりが丘公園合葬式墓地の整備 草案頁 ８７頁 

予 定 額 ２５８，０００千円 

事業の概要 

 

１ 趣 旨 

  みどりが丘公園は、昭和５９年に都市計画決定された墓園であ

り、墓地公園として代々承継の必要な従来型墓地の整備・貸付を

行っているが、近年の社会情勢の変化により、お墓に対する人々

の意識が大きく変化し、承継や維持管理の負担が少ない墓地のニ

ーズが高まっている。 

  こうした市民ニーズに応えるため、令和４年度は、名古屋市営

で初となる合葬式墓地の整備を行う。 

 

２ 内 容 

（１）合葬式墓地の埋蔵数 

共同埋蔵 ８，０００体 

個別埋蔵 ２，０００体～４，０００体 

（２）一体あたりの使用料 

共同埋蔵 １２万円 

個別埋蔵 ２０万円 

（３）スケジュール 

令和４年度 整備 

令和５年度 募集、供用開始 

担 当 課 
緑地部 緑地事業課         電話９７２－２４８５ 

    緑地利活用課        電話９７２－２４９２ 
 

 



 

－１１－ 

令和４年度主な施策等一覧 

緑政土木局 

事 項 （開設）中村土木事務所 草案頁 ６２頁 

予 定 額 ― 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  中村区役所の移転改築とともに、保健センター、土木事務所及

び市税事務所を集約し、複合庁舎を開設するもの。 

 

２ 施設概要 

 (1) 場 所 

   中村区松原町１丁目２３番地の１ 

 

 (2) 規 模 

  ・地下１階地上５階建 

  ・延床面積                 (単位：㎡) 

区役所 ８,３４４ 
保健センター ３,６２８ 

土木事務所 １,７６５ 

市税事務所 ３,９６３ 

計 １７,７００ 

 (3) 建設費（全体） 

   ８,０２２百万円 

 

３ 開設時期 

   令和５年１月（予定） 

 

 

担 当 課 

 

路政部道路維持課        電話 ９７２－２８５４ 

 
 

 


